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育成する力（２１世紀型“スキル＆倫理観”） 自分から進んで取り組む力（主体性） 友達と協力する力（協働性） 自分らしく表現する力（創造性）  
みんなのことを考えみんなのために働く力

(社会貢献力) 

めざす子ども像 

（21世紀型“スキル＆倫理観”を 

身に付けた児童の姿） 

①自分にとってふさわしい目標やめあてを決

めて学習できる。②グループやクラスでの話し

合いの時に自分の考えや意見を積極的に出せ

る。③グループや自分で決めた計画にそって，

進んで調べたり作ったり発表できる。 

④自分の意見やアイディアを友達に納得して

もらえるように説明し合える。⑤グループワー

クの時に，友達と協力して課題やめあてに取り

組める。⑥友達の良いところやアドバイスを生

かし合って，より良い考えや作品を作れる。 

⑦新しいアイディアや工夫はないかと，いつ

も自分で考えられる。⑧じぶんらしい考えを

生かして文章を書いたり発表したりできる。

⑨「なぜだろう？」「どうしてかな？」とい

つも質問を考えられる。 

⑩相手の気持ちを考えながら，互いの存在や

立場を尊重しようとする。⑪公共の利益のこ

とを考えようとする。⑫人や社会の役に立て

たことへの喜びや達成感を感じている 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校番（ 73 ）番 福山市立 山南 小学校 

２ 授業の現状 ３ めざす授業の姿 

４ めざす授業に向けた取組の具体 

単元末テストの平均正答率：国語（８５％）算数（８１％）理科（８８％），「授業が楽しい」という児童の 

肯定的評価：国語（８２％）算数（７１％）理科（８７％），「授業が分かる」という児童の肯定的評価： 

国語（８６％）算数（８５％）理科（９２％）。「自ら考え学ぶ」学習意欲が課題である。 

つけたい力を明確にした単元指導計画をもとに，自ら考え学び，思考力・表現力の向上をめざした 

授業。単元末テストの正答率：各教科，低９０％，中８５％，高８０％以上。「授業が楽しい」「授業が 

分かる」という児童アンケートの肯定的評価：８５％以上。 

２０１７年度（平成２９年度） 「自ら考え学ぶ授業づくり」アクションプラン 

<学校用> 
１ 育成する力（２１世紀型“スキル＆倫理観”） 

 

 

５ 取組の結果   数値は２０１７年（Ｈ２９年）調査等の状況 

全国学力・学習状況調査（％） 「基礎・基本」定着状況調査（％） 体力・運動能力調査     （網掛は県平均値（平成２９年度）未満） 
男子 握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび ２０ｍシャトルラン 50m走 立ち幅とび ボール投げ 

１年 １１ １３ ２８ ２７ ３１ １２．０ １１３ ８ 

２年 ９ １６ ２９ ３４ ３５ ９．７ １４４ １３ 

３年 １４ ２３ ３４ ４１ ４３ ９．８ １４９ １７ 

４年 １８ ２０ ３０ ４２ ５１ ８．９ １６７ ２７ 

５年 １９ ２１ ３３ ４９ ７１ ９．４ １５４ ３０ 

６年 １８ ２５ ３９ ４９ ７７ ８．７ １５８ ２２ 

             

女子 握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび ２０ｍシャトルラン 50m走 立ち幅とび ボール投げ 

１年 ９ １０ ３１ ３０ ３８ １２．４ １０１ ５ 

２年 ７ １３ ３２ ３２ ２６ １１．４ １２０ ７ 

３年 １２ ２２ ３２ ４０ ３８ １０．１ １３９ １１ 

４年 １５ ２２ ３４ ４１ ３６ １０．４ １４６ １２ 

５年 １７ １９ ３７ ４６ ６２ ９．８ １４４ １７ 

６年 １９ ２３ ４５ ４７ ６３ ９．０ １５４ １５ 

平均達成項目率 ６５％ 

 

  

 A問題 B問題 

国語 ７６．０（１．２） ６３．０（２．５） 

算数 ７９．０（０．４） ４３．０（▲２．９） 

理科  

（ ）全国平均との差                （  ）県平均との差 

 

内  容 
国語 算数 理科 

よく やや よく やや よく やや 

授業が分かる ５４．２ ４１．７ ３３．３ ５０．０ ６２．５ ３３．３ 

学校が楽しい ６２．５ 

 

 

 タイプⅠ タイプⅡ 

国語 ６３．２（▲８．３） ４２．７（▲９．７） 

算数 ６５．９（▲１１．２） ５０．０（▲１５．４） 

理科 ８５．２ （１４．８） ５４．６ （３．６） 

 
「基礎・基本」定着状況調査 〈児童質問紙調査〉（％） 

 

              

 

△単元末テストの平均正答 

国語（８４％）算数（８４％） 

理科（８２％） 

△「授業が楽しい」という児童

の肯定的評価  

国語（６７％）算数（６６％） 

理科（８８％） 

△「授業が分かる」という児童

の肯定的評価  国語（８２％）

算数（８４％）理科（９０％） 

 

 

 

○単元指導計画をもとに授業

においてつけたい力を明確に

し，児童一人一人の完全習得を

めざす。 

○児童一人一人の習得の程度

を把握し，指導と評価の一体化

を図る。 

○協働的に課題解決する意識

を高め，授業における「学び合

いの場面」の充実を図る。 

 

 

△単元末テストの平均正答 

国語（８５％）算数（８４％） 

理科（８２％） 

△「授業が楽しい」という児童の

肯定的評価  

国語（８３％）算数（７４％） 

理科（８８％） 

△「授業が分かる」という児童の

肯定的評価  国語（９２％）算

数（８７％）理科（９５％） 

 

 

 

△単元末テストの平均正答率 

国語（８５％）算数（８４％） 

理科（８５％） 

△「授業が楽しい」という児童

の肯定的評価 

国語（８０％）算数（７５％） 

理科（９５％） 

△「授業が分かる」という児童

の肯定的評価  国語（９１％）

算数（８９％）理科（９９％） 

 

理科（９３％） 

 

 

○単元指導計画をもとに，授

業においてつけたい力を明確

にし，児童一人一人の完全習

得をめざす。 

○児童一人一人の習得の程度

を把握し，指導と評価の一体化

を図る。 

○協働的に課題解決する意識

を高め，授業において意図的

に場面を仕組む。 

 

○単元指導計画をもとに，授

業においてつけたい力を明確

にし，児童一人一人の完全習

得をめざす。 

○児童一人一人の習得の程度

を把握し，指導と評価の一体化

を図る。 

○協働的に課題解決する意識

を高め，授業における「学び合

いの場面」の工夫を図る。 

 


